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　先輩方が60年間もの年月を繋ぎ築き上げてこられた
伝統ある黒部商工会議所青年部。その第61代の会長職
を拝命し、とても光栄であると共に責任の重大さを感
じ、身の引き締まる思いです。
　青年部活動は新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より様々な行動が制限されてきました。今こそ会心の
友を増やし、会員の心を一心にし、もっともっと前に
出て黒部ＹＥＧを周知してもらうことで、今後の黒部 
ＹＥＧの一員であることの存在意義が明確になるよう
に思えます。そのためにも今、「やりたいこと」「やれ
ること」「やらなければいけないこと」をしっかりと

考え、鮮明なビジョンを持ち共有すること、そのビ
ジョンに向かって行動することが大事です。
　また、今の時代に合った考え方や活動方法に新しい
風を取り入れることが今後の黒部ＹＥＧのみならず、
各々の生活・事業環境にも必要だと思っております。
今までの固定概念を取っ払い、しっかりと思いを次代
へ繋ぎ、そして黒部ＹＥＧをブランド化し、更に強固
な団体にするという決心を胸に新時代へと進んで参り
たいと思います。
　令和５年度は設立60周年の節目を迎え、そして富山
県商工会議所青年部連合会の主管を担う年でもあり、
今こそ黒部ＹＥＧの底力を発揮する時です。そのため
にもスローガンである「一心・会心・決心」という言
葉を胸に会員全員の思いと力でどんな困難という荒波
をも越え、順風満帆で悔いのないよう一日一日を過ご
していただき、充実した一年間を皆さんと共に歩んで
いきたいと思っております。どうぞよろしくお願いい
たします。
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